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既存調査等について振り返り整理
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新「道の駅むらやま」（仮称）に関わる検討経緯は以下のとおりである。

１．既往調査結果の収集・整理

平成27年８月 「村山IC 周辺休憩施設整備基本構想」策定

平成29年３月 「新「道の駅むらやま」整備基本構想」策定

令和２年８～９月 村山市「道の駅」移転事業に向けたサウンディング型市場調査 を実施

令和４年７月～ 新「道の駅むらやま」整備基本計画検討市民会議 による検討を開始

令和５年３月～ 新「道の駅むらやま」（仮称）整備基本計画策定業務委託
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（１）コンセプト・基本方針に関する検討経緯 ※ 新「道の駅むらやま」整備基本構想」策定（平成29年３月策定）

２．新「道の駅むらやま」整備基本構想」策定（平成29年３月策定）

■基本方針１：市の多様な魅力を積極的に発信、提供します。

東北中央自動車道の延伸を期に、集客規模の拡大と村山市の知名度の向上に向
け、地場産業をはじめ観光やレジャー、郷土料理などの旬な情報を積極的に発
信、提供します。

■基本方針２：外国人観光客の受け入れ態勢を充実させます。

宗教や国籍、人種、身上にとらわれないユニバーサルデザインを徹底し、積極
的に市の伝統文化を発信し、外国人観光客を受け入れます。

■基本方針３：道路交通ﾈｯﾄﾜｰｸの主要施設化を目指します。

山形空港、新幹線、村山IC、R13、R48 の地の利を活かし、それぞれを通過・
利用する交通者の主要な休憩・立寄り施設としてポジションを確立させます。

■基本方針４：地元関係者を中心にふれあい機能を充実させます。

外国人観光客をはじめとする広域的な来場者だけでなく、地元特産品の生産者
と消費者と新旧住民、異世代間等の多様な来場者の固定客化、リピーター化に
向け、地元関係者を中心とした出会い・ふれあいの場としての機能を充実させ
ます。

■基本方針５：地域固有資源として新たな魅力付けを図ります。

市民としての誇りや地域への愛着などの向上に向け、新たな公共施設として地
域的な役割や空間的な意匠、景観。料理、イベント等、様々な面において市に
不可欠な固有施設として確立させ、他の市町村との差別化を図ります。

■基本方針６：市民の身近な雇用・就業・生きがい機会を拡大します。

交流人口の増加による各種地場産業への波及効果を期待しながら新たに整備す
る産業関連施設として高齢者をはじめ、女性や若年層子育て世代など市内で暮
らすあらゆる就業者に対する身近な雇用・就業・生きがいの場としての機能確
保を図ります

■基本方針７：地場特産品のブランド力の強化を図ります。

地場産業、イベント、郷土文化に至る多様且つ旬な情報を発信し、特産品のブランド化と
ブランド力の強化を図ります

■基本方針８：定住人口の拡大を目指します。

交流人口の拡大を機会に、良好な住宅地の紹介、子育て支援などの情報を積極的に発信し、
定住人口の拡大を目指します。

■基本方針９：自然的な環境と景観との調和を図ります。

高速道路交通量の増加の悪影響を見据え、自然環境や郷土的景観の保全を図ります。また
自然環境負荷の軽減・抑制策として積極的に自然エネルギーの導入を図り、環境都市村山
と呼べるにふさわしい先鋭的な設備、機能を有した施設づくりを目指します。

■基本方針１０：オール村山市で取り組みます。

市の将来像の実現に向け、各種特産品生産者や事業所はもとより、NPO 法人やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団
体、青年会議所、老人クラブ等の市民団体、農業協同組合、商工会、観光物産協会等の多
様な団体によるオール村山市体制での取り組みを目指します。

・今年度は、以下の内容（10の基本方針）をベース
とし、ヒアリング調査等で得られた考えなどをもとに
ブラッシュアップを行います。
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（２）イメージパース

２．新「道の駅むらやま」整備基本構想」策定（平成29年３月策定）
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３．市民会議による検討（令和4年7月～）

・業務着手時点では、これまでの基本構想・市民会議での検討をベースに検討を進めます。
・このうち、一部施設機能については現段階で以下のように整理しています。

・「コンビニテナント」については周辺の既存施設との競合を考慮し設置しない
・「子どもの遊び場」については、あり方を含めて今年度方針決定
・「バスターミナル」については、高速バスの発着はJR村山駅とし、本施設においては市内循環バスの発着を想定
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村山市「道の駅」移転事業に向けたサウンディング型市場調査 （令和2年８～９月）

・参加した民間事業者からは前向きな関心が寄せられており、道の駅全体のコンセプトと事業スケジュールの提示が今後求められています。

４．民間対話の実施（令和２年８～９月）
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